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AI は ToDo リストを作成できるのか 
～もう悩まない！やることリストを自動生成してくれる AI の可能性～ 

 ライフデザイン研究部 主席研究員 柏村 祐 

 

1.ToDoリストの重要性 

ToDo は、「いつかするべきこと」や「しなければならないこと」を指す表現である。

これらを管理する方法として「ToDo リスト」が存在する。ToDo リストは、やるべきこ

とをリスト化することで何をすれば良いのか明確になり、また何をしなくても良いの

かも明らかになる。このようにリスト化することにより、無駄な作業を減らす効果も

期待できる。ただ、リストの作成や管理には時間と労力がかかる。そのような作業を

支援する AI として、ToDo リスト AI が登場した。これは、ToDo リストの作成や管理と

いった面倒なタスクを自動化し、利用者の手間を大幅に軽減する。より効率的なタス

ク管理が可能となり、生産性向上に繋がる。 

本稿では、ToDo リスト AI について概観し、その可能性を探る。 

 

2.ToDo リスト AI の実態 

ToDo リスト AI は、利用者がやるべき仕事を AI に入力することで、最適な ToDo リ

ストを提案する能力をもつ。したがって、ToDo リスト作成に手間を感じる人でも、気

軽かつ簡単に ToDo リストを生成することができる。 

以下では、「新しいオフィスに引っ越す」と「チームで企画書を作成する」と「本

を出版する」の 3 つの仕事を想定し、ToDo リスト AI の性能を検証する。 

まず、「新しいオフィスに引っ越す」について、ToDo リスト AI に指示を出し、タ

スクの詳細度合いを設定して実行すると、ToDo リストが生成された。ToDo リストの詳

細度合いが最低レベルの設定でタスクを生成したところ、8 項目のリストが出力され

た。一方、詳細度合いを最高レベルとしてタスクを生成すると、20 項目のリストが出

力された。さらに、AI は出力された各項目に要する時間も計算した。利用者は、AI が

推薦する項目を順に実行していくだけである（図表 1）。また、ToDo リスト AI が生成

したリスト内容を変更したい場合、自由にリストの編集を行うこともできる。 
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図表 1  AI が生成した「新しいオフィスに引っ越す」に関する ToDo リスト 

 

資料：MagicToDo より筆者作成 

 

次に、「チームで企画書を作成する」について、ToDo リスト AI に指示したところ、

最低レベルのリスト生成設定で 10 項目、最高レベルでは 33 項目のリストが生成され

た。また、たとえば出力された「チームメンバーと意見を共有する」という項目につ

いて詳細化を指示したところ、細分化した 3 項目のリストが追加で生成された（図表

2）。 
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図表 2  AI が生成した「チームで企画書を作成する」に関する ToDo リスト 

 

資料：MagicToDo より筆者作成 

 

さらに、「本を出版する」について ToDo リスト AI に指示したところ、最低レベル

のリスト生成設定で 10 項目、最高レベルでは、25 項目のリストが生成された。リス

ト項目をすべて完了した場合、完了チェックを行うと、ToDo リストでの進捗状況が可

視化された（図表 3）。 

以上のような機能の活用は、自己の目標達成に向けてモチベーションを高め、業務

効率を向上させる助けとなる。ToDo リスト AI は、利用者の要望に応じてリストを編

集でき、業務の進捗に合わせて調整も可能である。このような ToDo リスト AI の利用

は、仕事の進捗を大いに支援するだろう。 
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図表 3  AI が生成した「本を出版する」に関する ToDo リスト 

 

資料：MagicToDo より筆者作成 

 

3. ToDo リスト AI の可能性 

ToDo リスト AI のメリットは、やることが自動で書き出され、必要な時間も計算し

てくれる点にある。特にタスクの優先順位付けや進捗の見える化といった ToDo リス

トの本来の機能を、利用者が手間をかけることなく利用できるのが大きな利点である。 

また、タスクの詳細度合いを利用者が設定できるため、目標に対する具体的な行動

項目を明確化できる。さらに、AI がタスクの所要時間を計算することで、時間管理が

より容易になり、効率的な業務遂行をサポートする。加えて、AI によって自動生成さ

れる ToDo リストは編集可能であり、状況の変化に応じて柔軟にタスクを調整できる。 

このように、ToDo リスト AI はその便利さと自動化機能により、業務効率化を後押

しし、目標達成への道筋を照らす力を内包している。タスク管理の手間を大幅に軽減

するこのツールにより、利用者は本質的な業務や創造的な活動に集中できるようにな

る。これは、業務の生産性向上に好影響を与えるだろう。 

また、ToDo リスト AI は組織全体の生産性向上にも寄与することが期待できる。そ

れぞれのメンバーが AI により最適なタスクリストを生成し、共有することで、チーム

内のタスクの進捗状況や負担分担が一目でわかる。これにより、チーム全体の調整作

業が容易になり、効率的に業務を遂行できる。さらに、ToDo リスト AI が生成するリ

ストにもとづく業務の進捗状況は、業務遂行の透明性を向上させ、公平な職場環境を
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創り出すことにつながる。 

また、ToDo リスト AI は個々のタスクに対する時間の見積もりを提供し、利用者の

時間管理を助ける役割も果たす。これは、ToDo リスト AI の利用を通じて時間管理ス

キルを磨くきっかけを提供するという点で、利用者の自己成長に寄与する。しかしな

がら、ToDo リスト AI の能力を最大限に活かすためには、利用者自身の理解と活用が

求められる。AI が生成するタスクリストや時間見積もりはあくまで参考情報にとどま

り、実際には利用者自身の判断と経験に基づく補正が必要である。また、AI は利用者

が入力した情報にもとづいて動作するため、情報の適切な入力と管理が必要となる。 

ToDo リスト AI は我々が目標達成の道筋を見つけ、業務効率化を達成する一助とな

るツールである。最大限活用するには利用者の理解とスキルが必要だが、ToDo リスト

AI の活用が広がれば、大きな業務効率化につながるものと思われる。 


